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ThBlrlanguagBa are similar nnd cnrnprahanslon reaches a level of
30-100%. They live mainly In northern part of Laos.
Their languages are Blmllnr and comprehension reaches a level ol
BD-1 CDtt. They Ih/e mninly In SDUlhsm part ol Laos.
Their languages are simitar and mutually comprehensible. They live
malnlyto southern part of Laos.
Their languages ere similar and mutually comprehensible. They Itva
mainly In southern part of Laos.
Their languages are similar end mutually comprehensible. They live
mainly In aouthem part of Laos.
Group 31 understands the language of Group 25 but not vice versa. The
population of group 31 Is about 18,000, while Gruup 25 has a population
of only about 700. They live close to each other, and the smaller group,
Group 26 cannot survive without acquiring the language of 31, the bigger
group. They IIva mainly In southern part of Laos.
This group lives only Chempasak, and has a population of 3,000. They
Bpeak Cambodian Khmer.
They only understand about 10% of each other languaije. Group 10 live
InXayaboury.groupii live In Xlang Kho District of Huaphanh, and group
12 llva In Huaphanh and Bnrlkhamxay.
Source: Yokoyama 2001
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ラオスにおける自然環境と社会経済環境の空岡的相互関係１４７
難であると述べていた。また、グループ６の特徴にみられるように、近隣に
居住する異なるグループ間においては、社会、経済、文化のあらゆる面で人
口の少ないグループは、人口の多いグループに影響を受けやすく、結局、人
口の多いグループの言語を生活上の手段として会得していく傾向がある。
低地ラオス人、中地ラオス人、高地ラオス人の分類は、1950年代には、民
族の空間的居住特性を良く示していたのかもしれないが、各民族は戦争の影
響や経済的な背景から移住を繰り返しており、今では多くの中地ラオス人や
高地ラオス人が低地平野部で居住している。３分法は簡便でわかりやすいが、
民族の特徴や性格を議論するような場合、そして農業形態の比較などを行う
場合は、適当ではないといえる。
３．ラオスの地形・交通インフラ・農業の関係
（１）地質と地形
ラオスは国土面穣の70％以上が山地である（第１図)。ラオスの山地はア
ンナミア（Annamia）と呼ばれる古生代の造山活動が起源となっている。そ
れが中生代になると、新たな造山活動により現在のインドシニア
(Indosmia）陸塊の一部とされるアンナン（Amam）山脈、シェンクワン
(XiengKhumlg）高原、ポロヴェン（Bolovene）高原などの中高地地形が形
成された（ワークマン1991)。東南アジアの中でラオスの地形区分をみると、
大起伏山地に一部低起伏山地を含むアジア大陸山地部と白亜紀に最上部に堆
薇された厚い岩塩層のコラート（Khomt）高原からつづく平原部の２地域に
区分される（古川1989)。
第１図に示したラオスの地形において、アジア大陸山地部は北部７県、ヴイ
エンチャン（Vientiane）県北部、サイソンプン特別地区、ポリカムサイ県東
部にまたがる地域、そして南部のセコン県に該当する。そして平原部はヴイ
エンチャン県南部、首都ヴイエンチャン、ポリカムサイ県西部、カムアン
(Khammuane）県、サワンナケート（Savannakhet）県、サラワン（Samvane）
県、チャンパーサック（Champasack）県、アタプー（Attapeu）県の中央部
以南のメコン河流域に広がる地域に相当する。
南部のチャンパーサック県には凸状のポロヴェン高原が位置しているが、
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第１図ラオスの地域区分と標高
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この高原は第四紀に基盤岩を打破して噴出した玄武岩の火山性台地であり、
地形的に起伏がないテーブル形状を呈している（岩田1960)。したがって、
南部のポロヴェン高原はアジア大陸山地部の景観と異なる。なお、ポロヴェ
ン高原は旧フランス植民地政府によって、早い時期から開発が進められ、植
民地化と同時に冷涼多雨の気候を利用したコーヒーやカルダモンなどの栽培
が導入された3)。そして1950年代には、それらの生産物が主要輸出品になる
までになっている（Vercout杜el959)。
（２）交通インフラの地域的差異
アジア大陸山地部とされる山地と平原部とされるメコン河流域は、社会基
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第２図交通ネットワーク（2001年）
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盤整備状況に大きな差があり、中でも道路整備の差は著しい。ラオスの交通
インフラ自体極めて貧弱であるが、山地部は特にその整備が遅れている（第
２図)。舗装道路は平野部メコン河沿いと県庁所在地レベルの都市を結ぶ幹
線道路に限られ、山地部では自動車が通行可能な道路が敷かれていないか、
たとえ敷かれていたとしても未舗装である。道路が敷かれていない地域では、
河川交通に頼ることになる。しかし、公共交通機関として、船舶が運行して
いる河川は、メコン河、ター（NamTha）川、ウー（NamOu）川、グム
(NamNgum）川、コン（SeKong）川の５河川に過ぎない。ラオスには、他
にも船舶の運行が可能な河川は多いが、人口密度が低いため、公共の交通機
関は存在しない。
道路アクセスの可否を、北部のウドムサイ（Oudomxay）県とルアンパバー
ン県において村落レベルで調べたところ、道路へのアクセスを有する村落は
全村落1,941村のうち949村だけであった（第４表)。およそ半数の村落は、
道路へアクセスできないような辺境の地に村落を構えている。ウドムサイ県
では道路へのアクセスが可能な村落は421％であり、そのうち年中通して道
路にアクセス可能な村落はわずか25.7％であった。ルアンパバーン県では、
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第４表道路へのアクセスを有する村落数（2000年）
Table４（NumberofVillageswithRoadAccess,２０００
ユネスコ世界遺産に
登録されているルア
ンババーン市街地を
含むルアンパバーン
郡では、道路網が整
備されているが、そ
の他の郡における道
路網整備は著しく遅
れている。ルアンパ
バーン県全体では、
53.3％の村落のみが
道路へアクセスでき
る状況であった。
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（３）農業形態の地域的特性
ラオスでもっとも重要な産業
とされる農業では、山地部とメ
コン河流域の差異が更に顕著に
みられる。ラオスの農業は稲作
に特化しており、水田もしくは
焼畑でのコメ生産が全農地面積
の916％を占める(A餌cultural
CensusOffice2000)。第３図に
示すように、1976年に6609万
トンであったコメ生産量が2000
年には2,201.7万トンへと、わず
か25年でおよそ３倍に増加して
いる｡その期間に人口は､1976年
の289万人から2000年の522万人
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第３図
Fig.３
コメ生産量の変化（1976-2000年）
ChangeofRiceProduction,1976-2000
30"P℃官:NationaIStatistlcalCentre200002001
ラオスにおける自然環境と社会経済環境の空間的相互関係１５１
に増加した。コメ生産量の
増加率が233.1％であった
のに対し、人口の増加率は
806％で、過去25年の間で
急激なコメの増産が実現し
たといえる。
この変化を地域別にみる
と、メコン河沿い平野部の
コメ増産は過去５年間に実
施された天水田および潅概
水田の開発によって成し遂
げられていることがわかる。
しかし、急峻な地形を呈す
る北部および南部の山地部
では、平地部と比較して水
、Ｙ金 ￣rHuplJe上LA肥)しし已刈Ｌ
第４図農地種月Ｉの地域ﾛ勺差異（1998年）
田造成が進んでいない。そＦｉｇ．４RegionaIDifferentialsofAgrIculturalField
Typej1998
こでは、わずかな谷地を開Ｓ…:AgncuⅡuralCensusOjnco2000
墾した谷津田と焼畑に頼ら
ざるを得ない状況で、著しいコメの増産はみられない。コメの増産には大き
な地域的差異が存在しているといえる。
地形的に山地部と定義されたほとんどの県では、焼畑耕地比率が高く、ま
た焼畑のみで稲作を営んでいる農家が多い（第４図)。これは「山地部＝焼
畑」もしくは「低地部＝水田」といった地形と農地の関係を表すものである。
しかし、山地部も単純に焼畑だけで稲作を行っているとはいえない。なぜな
ら、焼畑と水田を組み合わせた耕地所有形態も存在するからである。これは
谷地を利用して水田耕作を行っている山地部の農家が存在することを示した
もので、そのような農家は、北部に多くみられる。北部ウドムサイ県のラオ
人の村落で全世帯の耕地種別とコメの過不足を調査した横山（2001）の結果
では、焼畑もしくは水田だけで稲作を営んでいる世帯の多くはコメが不足し
ていたのに対して、焼畑と水田の両方を所有しているほとんどの世帯では、
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コメの自給が達成できていた（第５図)。山地部では、水田面積が限られて
いるため、水田だけでは自給ができず、不足分のコメを焼畑によって補って
いることがわかる。
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第５図ウドムサイ県ボンサワン村における所有
耕地種別の違いによるコメ生産量過不足
（1999年）
Fig5SurplusandShortageofRicebyDifferent
TypesofRiceFieldHoldinginPhongsavang
VIllage,Oudomxayil999
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４．むすびにかえて
ここまで、ラオスの民族分布、地形、交通インフラの地域的差異、農業形
態の地域的特性を明らかにしてきた。
ラオス全体のスケールで民族分布と地形の関係を捉えると、地域的な傾向
は比較的明瞭であった。地形的にアジア大陸山地部と呼ばれる山がちな地域
には、ラオスでは相対的に人口が少ないモーン・クメール系語族、モン・ミ
エン系語族、チベット・ビルマ系語族の民族が居住し、平原部と呼ばれるメ
コン河およびその支流によって形成された低地には、ラオスのマジョリテイ
であるタイ・カダイ系語族の民族が多く居住している。また、地形とインフ
ラの関係から、平原部は道路網が比較的密に形成されている一方、アジア大
陸山地部では県庁所在地レベルの都市間を結ぶ－部の幹線道路しか舗装整備
されていないことが明らかになった。道路を敷くことが困難な場所では、河
ラオスにおける自然環境と社会経済環境の空IIB的相互関係１５３
１１１による交通もみられたが、人口密度の低いラオスの山地部では、公共交通
として胤搬が運航している河川は５河川に限られていた。これらの結果から、
モーン・クメール系語族、モン・ミエン系語族、そしてチベット.、ビルマ
系語族の民族が多く居住するアジア大陸山地部は、山がちな地形で、交通イ
ンフラの整備が遅れ、道路へのアクセスが困難な村落が多い地域と特徴づけ
ることができるであろう。
次に、地形と農業形態の関係についても、高い相関があることが明らかに
なった。平原部の農地は水田が卓越しており、アジア大陸山地部では焼畑が
卓越している。そして水田によって稲作を営む平原部では瀧漉化が進んでお
り、近年は急激なコメ生産趾の増加をみせている。その一方、地形的制約に
よって水田の開発が困難なアジア大陸山地部では、コメ生産量の増大はほと
んどみられなかった。
しかし、地形、民族、インフラの間にみられた空間的特性と地形、農業形
態の間にみられた空間的特性を、直接的に結びつけることは避けたい。筆者
が行った研究（Yokoyama2004）のように、集落の位置と世帯の生業榊造が
明らかになっている場合は、限られたスケールの中で民族と農業活動の関係
を定趾的データから説明できる。しかし、本稿で示したような県スケールの
データを用いて、特定の民族が焼畑耕作を主としているのか、また水田を主
としているのかを断定するのは困難である。山地部を主たる居住域とする民
族でも、谷間で水田を営んでおり、反対に主として低地に居住するマジョリ
ティのラオ人でも、山地部の村落では焼畑を営むことは珍しくない。したがっ
て、農業形態に関しては、地形との相関がより高いという結果にとどめてお
くべきであろう。あえて、民族と農業の関係に触れるとしたら、農法との関
係に言及するべきである。一筆の耕地に作付けする作物種、使用する農具な
ど、民族の特徴が表れ、民族分布の違いによる地域差も浮かび上がると考え
られる。
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注
１）ラオスでは中部、南郁と比較して北部山地部が収入と社会基盤投資において貧しい状況にある
ことをBoUrdet（1998）は統叶データから分析している。
２）この４言語族によって分類した近年の研究としてChamberlain（1995）およびChaz6e（1999）
が挙げられる。４７の分類はラオス政府によるもので、1995年センサスに採択され、131の分類は
Chnz6e（1199）が導いた。
３）日本もボロベン高原開発に興味を示し、移民を送り込むことも検肘された（岩田1960)。
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